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で ん さ の 礎
― 振 り返 れ ば 末 来 が 見 え る 一

電気学会では,創立 120周 年を迎えた5F成 20年 に,「 でんきの礎Jf卜J度 を創設

して社会の発展に貢献し,歴史的に記念される “モノ",“場所",“ こと", “人"を

顕彰してまいりました。その数は,今回の第9回で総計 58件 になります。

これまで顕彰された58件の多くは,「何ができたかJ「 どのように社会に貢献した

かJと いう歴史の足跡を残 したものが大部分であります。しかし一方で, これから

は実現されてきた現実の社会における科学技術の役割の重要性を再認識した上で
,

「何がしたいかJ「何をすべきかJと いう志向性を持った観点から真摯に課題を選択

し,その実現に邁進することによる一層の未来社会への貢献が望まれています。

その点からも,「でんきの礎Jは,過去の輝かしい歴史の記録であるだけでなく,

過去に立ち返り,先人の考え方,努力,苦労,業績を学ぶことにより未来の社会に

貢献のできる英知の泉といえます。

電気 li学 は,人類・世界の共通の課題である “エネルギーと環境の課題を克服し,

知的で健康な生活を送ることができる社会をつくる"の解決に向かって,こ れまで

大きな役割を果たしてまいりましたが, これからもなお一層の貢献を続けてまいる

でしよう。“でんきの礎"は その一助になるものと信 じております。

平成 28年 3月

第 91口 1顕彰委員会 委員長
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第 9回 でんきの礎
平成 28年 3月

(顕彰名称 50音順 )

第9回 「でんきの礎」 決定までの流れ

でんきの礎ホームベージ等に「でんきの礎J公募案内を掲載

平成 27年 2月 28日   公募締切

平成 27年 3月

平成 27年 3月

～平成 27年 11月

平成 27年 11月

平成 27年 12月

平成 28年 1月

平成 28年 3月 17日

顕彰委員会より顕彰選考小委員会に精査要請

顕彰選考小委員会による精査 (現地調査 ヒアリング含む)

顕彰選考小委員会より顕彰委員会へ精査結果答申

顕彰委員会にて審議・了承,理事会へ上程

理事会にて顕彰対象決定

顕彰候補者に内定連絡

顕彰候補者より受賞承諾回答入手,確定

第 9回電気技術の顕彰制度「でんきの礎」授与式にて

顕彰状および記念品授与
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高性能電動機 ドライブは,1970年 代末まで直流電動機が使用されていました。直流電

動機では,界磁電流と電機子電流を独立に制御でき,界磁磁束と電機子電流の大きさで ト

ルクをTJl御 することができます。しかし,ブラシや整流子があるため保守を必要とし,構
造が複雑です。これに対 し,1971年 (昭和 46年 )に ドイツの企業シーメンスが,誘導

電動機を用いて高性能な制御を可能にする トランスベク トル制御システムを発表 しまし

た。しかし,電動機内部に磁束検出器を設けなければむらず,実用化が困難でした。そこで ,

我が国では定常特性に優れた誘導電動機のすべり周波数市J御方式に着目し,電動機の三相

電流を大きさだけでなく,回転するベク トルとして扱い,磁束分電流とトルク分電流に分

解し,各成分を独立に制 lllす ることで磁束を検出することなく瞬時 トルク制御を可能にし

たすべり周波数形ベク トル制御誘導電動機 ドライブを完成しました。

1979年 に株式会社東芝がこの方式を製紙ブラン トに,株式会社安川電機が製鉄ブラン ト

に各々適用し,これらを初稼働させました。直流電動機から誘導電動機に代わつたことに

より,現在では高速小形化,高機能化,省保守などあらゆる面ですべり周波数形ベク トル

制御誘導電動機 ドライブが直流電IIJ機 ドライブを凌駕しています。日本で実用化されたこの

技術は,世界に広がり実質的な技術標準となり,各分野において大きな貢献をしています。

☆顕彰先    :株 式会社東芝,株式会社安川電機

☆展示場所   :〒 2128585 神奈川県川崎市幸区堀川 EB」 72番地 34(東芝未来科学館 )

〒8060004 北九州市八幡西区黒崎城石 2番 1号 (安川電機歴史館)

☆ホームページ :httpプ/toshiba― mlral kagakukan.lp(東 芝未来科学館 )

:http://www.yaskawa.co lp(安 川電機 )

☆アクセス (最寄駅):」 R川崎駅西□より徒歩 1分 (東芝未来科学館)

:」 R鹿児島本線 黒崎駅より徒歩 1分 (安川電機歴史館 )

G)

●

(写真提供 :株式会社東芝0,ll式会社安川電機00右 ,黒澤良―氏0(I),新 日鐵住金株式会社0
東海旅客鉄道株式会社0上 ,東 日本旅客鉄道株式会社0下 ,株式会社松浦機械製作所0左 )

● 製紙プラントに適用した東芝製インバータ (左 )と 500 kW誘 導電動機 (右 )

● 製鉄ブラントに適用した安川電機製インバータ (左)と 1l kW～ 120 kW誘導電動機 (右 )

0シーメンスが発表したトランスベクトル告J御の原理図

0すべり周波数形ベクトル布J御の原理図

0製鉄ブラントで実用化され現在も稼働中のベクトル市J符0用誘導電動機の銘板

0高速誘導電動機ドライブによる東海道新幹線 N700A系 (上)と北陸新幹線 E7/W7系 (下 )

0マシニングセンタ F× 5(左 )と高速 20,000回転主軸駆動用ベクトル市」御インバータ (右 )
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磁束 成分

トルク成分巧″
トルク1旨令
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